
写真上から《沈黒螺鈿中次「花茗荷」》2011 年第
29 回日本伝統漆芸展（個人蔵）/《漆象嵌箱「深山
路」》2011 年第 58 回日本伝統工芸展（個人蔵）/
《沈黒象嵌合子「恒」》2018 年第 65 回日本伝統
工芸展（個人蔵）/《漆象嵌盤「涼蔭」》2010 年第
57 回日本伝統工芸展朝日新聞社賞（石川県輪島漆
芸美術館蔵）いずれも部分

クロストーク　
山岸一男×寺尾健一（工芸史家）
日時：9月25日（日）14：00 ～ 15：30
会場：当館講義室（参加無料）
定員：50名（要予約）　※8月25日から予約開始

※詳細はＨＰをご覧ください

８月開催　プレイベント
工程記録映像上映会
日時：8月6日、20日、27日（いずれも土曜日）
　　　14：00 ～ 14：25　※各回同じ
会場：当館講義室（予約不要・参加無料）
映像提供：富山大学芸術文化学部

〒928－0063 石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL 0768－22－9788    FAX 0768－22－9789
https://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/

一　　般　　630円　　　520円
高大学生　　320円　　　210円
小中学生　　150円　　　100円　

個人　　　　団体（２０名以上）

開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は閉館の30分前まで）
主催　石川県輪島漆芸美術館
後援　石川県・輪島市・輪島漆器商工業協同組合　
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ト



〒928－0063  石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL 0768－22－9788  FAX 0768－22－9789
URL https://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/
■交通案内 飛行機 ： 羽田空港　約60分　のと里山空港　車＝約20分　漆芸美術館

　車　 ： 金沢市内　のと里山海道利用＝約100分　 漆芸美術館
　　　   〈自家用車・大型バス駐車場有（無料）〉
バ　ス： 金沢駅　北鉄バス輪島特急線＝約120分
　　　   乗換え　のらんけバス 海コース＝約10分　 「漆芸美術館」下車
徒　歩 ： 道の駅・輪島ふらっと訪夢「輪島駅前」　約15分　漆芸美術館

道の駅・輪島ふらっと訪夢
「輪島駅前」下車

249

249

輪島高校東
輪島市役所

道の駅輪島
至のと里山海道至門前

至珠洲

朝市石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館

キリコ会館
輪島塗会館

永井豪記念館

漆芸美術館前

漆芸技術
研修所

次回展覧会
「INSIDE INSIDE－開ける楽しみ・広がる世界－」
11月12日（土）～2023年1月22日（日）

写真上段左から
《沈黒緑陰箱「能登有情」》2005年第52回日本伝統工
芸展高松宮記念賞（石川県立美術館蔵）/《沈黒象嵌
合子「能登残照」》2016年第63回日本伝統工芸展ＮＨＫ
会長賞（東京国立近代美術館蔵）photography by S&T 
PHOTO © 2018 /《沈黒漆象嵌箱「若楓」》2021年
第68回日本伝統工芸展（個人蔵）/《沈黒漆象嵌盤
「悠遠」》2015年第62回日本伝統工芸展（式年遷宮記
念神宮美術館蔵）/《沈金象嵌合子「光彩」》1988年
第5回日本伝統漆芸展朝日新聞社賞（個人蔵）/《沈
黒象嵌箱「映」》2012年第59回日本伝統工芸展（個人
蔵）/《沈金象嵌合歓図色紙箱》1993年第40回日本伝
統工芸展（石川県七尾美術館蔵）

8月開催　プレイベント
工程記録映像上映会
出品作品「沈金象嵌山帰来平棗」の制作工程を記録した映像を
上映します。

日時：8月6日、20日、27日（いずれも土曜日）　
         14：00～14：25
会場：当館講義室（予約不要・参加無料）
映像提供：富山大学芸術文化学部
＊『富山大学芸術文化学部工芸資料集（1）漆工芸加飾技法』
　（2013）から「沈金象嵌　山岸一男」を上映します（各回同じ）

クロストーク　
山岸一男×寺尾健一（工芸史家）
山岸氏の創作の歩みと作品の見どころについて、対話形式で
お話しいただきます。

日時：9月25日（日）14：00～15：30
会場：当館講義室（参加無料）
定員：50名（要予約）　8月25日から予約開始

※詳細はＨＰをご覧ください。

関連行事
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割
引
券

ご来館の皆様へ
●入館の際は、マスクの着用、検温、手指の消毒をお願いします。　●体調不良や風邪症状のある方は入館をご遠慮ください。
●新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、急遽内容変更や中止となる可能性もありますのでご了承ください。
※最新情報は当館ホームページなどでご案内します。　
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